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生物多様性と金融
（長期投資家からみた期待と課題）
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りそなアセットマネジメント概観
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何故、サステナビリティに企業が関与しなければならないのか？

これまで（2000-2015年）
2000年に国連は2015年に向けたミレニアム開発目標（Millennium DevelopmentGoals:MDGs）を掲げ、貧困や
教育、環境などをめぐる課題解決に向けた取組目標を打ち出したが、そこでの中核的プレイヤーは政府であり、非営利組織であっ
た。

これから（2015-2030年）
グローバルな経済活動の中核を担う企業に対して社会的課題の解決のためにより主体的に取り組むよう促すことなくして、地球に迫りくる危機を回避
できないという問題意識

地球が直面している社会的課題はより深刻で、複雑な内容となっている。
例えば
世界人口 現在 約76億人 → 2050年 約100億人
都市化（都市部に住む人口の比率） 現在 約50％ → 2050年 約70％
経済規模 現在を１とする → 2050年 4倍

エネルギー需要（電力中央研究所、対2000年） 2050年は1.6倍
食糧需要（ＦＡＯ、対2000年） 2050年は1.7倍
水需要（ＯＥＣＤ、対2000年） 2050年は1.6倍

• 資源制約下の経済活動が企業ビジネスにおいて強く要請されていること
• サステナビリティがソフトローを形成されつつあること
• 企業の責任範囲が高まってきており、企業のもつパワーが格段に高まってきていること
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生物多様性と経済
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マテリアリティマッピングと生物多様性
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りそなアセットマネジメントの生物多様性の取組
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エンゲージメント活動：サステナブルなパーム油の調達

私たちは、2017年8月から、環境問題関連、社会問題関連にかかる 「持続可能なパーム油」
の調達をテーマとしたエンゲージメントを開始し ています。パーム油は世界で一番使用されて
いる植物油であり、多くの食品、洗剤などの家庭用品、化粧品の原料として使用されています
。その 一方で、主要生産国であるマレーシアやインドネシアにおいて、パーム農 園開発に伴う
森林破壊、児童労働や強制労働、先住民との軋轢等の問題 をはらむ植物油でもあります。
パーム油を原料とした製品を取り扱う企業、つまりパーム油のサプライチェーンに関わる企業
は日本にも数多く存在し ますが、欧米の企業に比べると、パーム油問題への対応状況はまだ
改善の余地が大きいと考えています。 責任投資部では、パーム油のサプライチェーンに関
わる投資先企業を対象に「持続可能なパーム油」の調達に対する取り組みの理解と方針策定
をサポートしています。
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エンゲージメント活動：海洋プラスチック問題
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りそなアセットマネジメントの生物多様性指標とモニタリング・インパクト評価
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投資家の期待：TNFD（2021）「Proposed Technical Scope」


